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１５回

日本工学院専門学校 2022年度 絵本実習3

科目基礎情報

前期

3年次 選択 120時間

4単位 実習

　この授業では、絵本はそれなりのボリュームの伴うものであるが、時間がかかっても最後までまとめて提出することを目指す。絵コンテや

原画制作及び製本の実作業、などすべてのプロセスを重視する。授業時数の４分の３以上出席しない者は課題提出とプレゼンテーションの実

施ならびに評価を受けることができない。

参考作品・参考資料等は、授業中に配布、掲示する。

担当教員情報

早川純子 実務経験の有無・職種 有　絵本作家

学習目的

　この科目では、一冊の絵本製作を通して、ストーリーの立案や構成力・描画力・製本技術を習得することを目的とする。イラストレーションの技術や

表現力の向上・読者を意識し客観的に自分の作品を見る洞察力を養うことを目的とする。制作を計画的に進めていくスケジューリング力や、イメージを

形にしていくために他者に意図を伝達するコミュニケーション力など、絵本作家・イラストレーターとして仕事をする上で必要な実践力を身につける。

到達目標

　この科目では、絵本作家に必要なスキルとして以下のことを目標としている。ストーリーの種となるアイデアを膨らませ、ひとつの物語として構成で

きること。教員、学生間でコミュニケーションをとりながら制作できること。原画の制作において、ストーリーに合った描画方法を模索・探求し表現の

幅を広げること。提出期限を厳守し、完成した絵本について明確に説明できること。

教育方法等

　この授業では、毎回簡単なワークショップを行いいつもと違う表現にチャレンジしてみる。形にしてまとめることを体験する。課題の制作

過程にて積極的に発案・相談をすることで完成度の高い作品を目指し、コミュニケーション能力を身につける。自己のイメージを一冊の絵本

として表現することを楽しみながら絵本製作を目指す。

絵本ワーク① 制作・じゃばら絵本

評

価

方

法

備　　考

制作物の発表方法、内容について評価する

提出課題完成度を総合的に評価する

積極的な授業参加度、授業態度によって評価する

授業計画（１回～1５回）　

授業内容 各回の到達目標

授業オリエンテーション 講師自己紹介　絵本作品紹介

絵本ワーク② 制作・ふた見開き絵本

絵本ワーク③ 制作・箱型絵本/自作絵本アイディア

絵本ワーク④ 制作・カバーをつけた絵本/自作絵本ラフ

絵本ワーク④ 制作・カバーをつけた絵本/自作絵本ラフ

絵本ワーク④ 制作・カバーをつけた絵本/自作絵本ラフ

絵本ワーク⑤ 制作・版画/自作絵本ラフ

絵本ワーク⑤ 制作・版画/自作絵本ラフ

絵本ワーク⑤ 制作・版画/自作絵本作画

絵本ワーク⑤ 制作・版画/自作絵本作画

絵本ワーク⑥ 絵本の紹介（新しい流れ　他）/自作絵本製本

絵本ワーク⑥ 絵本の紹介（新しい流れ　他）/自作絵本まとめる

絵本ワーク⑥ 絵本の紹介（新しい流れ　他）/自作絵本まとめる

絵本ワーク⑦ 絵本提出　講評




